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「X M Lのファイルはタグが入るため容量が増えるのですが（最大2 6 . 7倍）、データとタグの容量比較をしてみる

と、約9 5％がタグという、想像以上のボリューム増加にちょっと驚きました」。

「マッピング項目、マッピング・通信ソフトの違い

により、伝送のトータル時間に差が出ていますが、

通信時間は平均1分以内におさまりました」。
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ＧＣＩ研究会の中のＧＤＳワーキンググループから派生した

「製配販商品マスタ同期化プロジェクト」による実証実験が2月末で終了した。

実験の中身は、グローバル標準（ＥＡＮ・ＵＣＣ）ＸＭＬを活用し、

日雑業界（プラネット）および食品業界（ファイネット）の商品マスタデータ同期化を試すもの

2ヶ月半にわたる実験の成果および今後の課題などについて、

プロジェクトメンバーから報告いただいた。

製配販商品マスタ同期化プロジェクト
〈その2〉 実証実験結果報告

エステー化学株式会社
コーポレートスタッフ部門
ＩＴグループ

澤田哲生さん

技術モデル分科会

グローバル標準は英数字のシングルバイトを前提

に作られているが、日本は全角（漢字、ひらがな）

でのダブルバイトと半角カナのシングルバイトの

対応が必要になる。

今回は初の試みとして、全世界の言語が使える

（マルチランゲージ）トリプルバイトの文字コード

を使用してデータ交換を行った結果、ダブルバイ

ト文字だけでなく、小売店のＰＯＳレジ等で使わ

れている半角カナ文字のデータ交換が可能である

ことがわかった。なお、ＣＳＶからＸＭＬへのマ

ッピング時間やデータ伝送時間については想定通

りだった（図１参照）。

三井物産株式会社・
ＭＢＫ流通パートナーズ株式会社
食品流通部食品流通事業室
プロジェクトマネージャー

永井浩一さん

マッピング分科会

プラネットとファイネットの項目とグローバル項目

のマッピングはスムーズに行えたが、ＸＭＬファイ

ルのデータ容量が予想以上に大きかった（図2参照）。

※技術モデル・マッピング分科会はデータプール４社、

ＩＴベンダー４社が中心となって検証を行った。



「メーカー、卸、小売業ともに必要な項目は共通していますが、入力のルールが統一されていない。

今後は、業界・業態を超えた統一の概念や定義が必要になるでしょう」。

「ＥＡＮ／ＵＣＣ標準は、各社で必要な項目の5 7％（3 7／6 6

項目）をカバーしていることがわかりました」（図3参照）。

国際的にも高い評価を。さらなるスタンダードをめざして
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中央物産株式会社
サプライ統括部東京ディビジョン
システムグループマネージャー

高橋和夫さん

ビジネスプロセス分科会

卸売業や小売業が、同期化されたデータを商品登録

業務において正しく活用できるかを、項目カバレッ

ジ、内容の精度、登録タイミングの３つに分けて検

証した。その結果、項目カバレッジについては、約

6割がカバーされていることがわかった。

ユニチャーム株式会社
企画本部情報システム部

神保聖治さん

ただし、価格などの項目（関係依存項目）は、国

際的にも論議している最中であり、早急に標準化

する必要がある。内容の精度については、商品コ

ード・サイズはクリアしたが、ブランド名、商品

名などは各社バラバラだった（図4参照）。

登録タイミングについては、メーカーの発売前、

日雑業界は約3カ月、食品業界は約1カ月という違

いがあったが、棚割、マスタ登録にはほぼ間に合

っていた。

※ビジネスプロセス分科会はメーカー・卸売業・商社1 5社

が中心となって検証を行った。

「今回の実験は『各社が利用している既存データベ

ースをもとに』、国際標準を使ったデータ交換がで

きるようなルールをつくるのが目的でした。国際

標準といえども、まだ細部の取り決めが少なく、

実験結果で出た疑問や改善点などは逐一ＧＣＩに

報告し、それに対応していただいています。これ

により、既存の標準をより使いやすいものに統一

しようということです。もともとあった机上の論

理を、実験により検証したのは日本が初めて。ヨ

ーロッパで今回の実験結果を報告したところ、そ

の実績が高く評価されました」（永井さん）。

「国際標準が日本でも十分に使えるということがわ

かったのは意義深いことです。しかも、小型のサ

ーバーがひとつあればできる。そういう中で、商

品名などの統一や企業認証をどうするかなど、い

くつかの課題も出てきました」（神保さん）。

「よく、日本で商売しているのになぜ国際標準なの

かといわれますが、外資系企業の日本進出などビ

ジネスがグローバル化している現在、これは必要

なことです。プラネットに登録することで、自動

的に国際標準でデータのやりとりができるように

なるという将来像を見据え、そのための手順を勉

強したわけです」（澤田さん）。

「『スタンダード』であるためには、もっともっと

多くの企業の参加が必要です。そのための仲間づ

くりとして、小売業さんや菓子や医薬品などの業

界にも呼びかけ、オールジャパンというかたちで

の標準にしたいと思っています」（高橋さん）。

今後は経済産業省も加わり、製配販+官というかた

ちで、日本としてどういうものが使えるかという

ことを検証し、よりスタンダードに近づいたものを

つくっていく予定だという。

〔実証実験の総論〕
マスタ同期化は技術的に
は実現可能→今回の実験
の対象範囲に限定すれば、
E A N／U C Cで提唱されて
いるグローバル標準は若
干補正すれば、日本でも
利用可能である。

標準化のメリット：E A N／
U C C標準を活用すること
により、実装のコストが
大幅に削減できる（標準
作成の必要はなし）。
通信プロトコル：国際規
格E D I T - I N T A S２　バー
ジョン1 . 1 非圧縮版
X M Lスキーマ：バージョ
ン B D R 7 . 0、7 . 2、7 . 3



ータベースからダウンロードしていただくことにした

のです」。これも、商品データベース活用の徹底を図

るための方策だった。「とはいえ、最初は十分にご理

解いただけなかったと思います」。

全国ペットフード・用品卸商協会から活用促進の動

きとあわせて商品データベース活用が徐々に卸店に浸

透し始めた。そこで、2 0 0 4年春の新製品から本腰を入

れて運用を開始（登録アイテム数308）した。

以来、半年が経過した。「もともと弊社から棚割り

画像を送付して棚割りを行っていたところでは、使用

率が上がってきています」。

これにより、営業マンの作業の軽減や効率化も推進

された。また、商品データベースの利用状況が確認で

きるため、商品情報の提供卸店もすべて把握できるよ

うになったなど、いつくかのメリットが生まれた。

「新商品だけでなく、既存品の情報もいつでも閲

覧・ダウンロードできるので、卸店さん側でも便利に

なったのではないでしょうか」。

「この取り組みでは、かなり強硬な方法をとったた

めに、営業マンからやりにくいという意見も出たこと

もありましたが、卸店さんとともに業界全体の効率化

という大きな視点でものを考えていこうということ

で、社内でも活用が促進されるように努めました」。

商品データベースの活用状況については、まずまず

の手ごたえを感じているため、2 0 0 4年秋の新製品から

2 0 0 3年夏以降から、商品データベースに登録する

ペットメーカーが急激に増えている。これはぺットフ

ード工業会、日本ペット用品工業会、全国ペットフー

ド・用品卸商協会のペット業界３団体による『商品

D B推進プロジェクト』の働きかけによるもので、商

品データベースの活用が業界全体に広がったためと

いえる。

同社が商品データベースに登録を開始したのは2 0 0 1

年8月。画像情報やテキスト情報は既存のものがあっ

たため、それらを利用、加工するなどして登録はスム

ーズに進んだ。さらに、「昨年あたりからペット業界

全体で商品データベースを活用していこうという機運

が高まり、これに共感した弊社では販売戦略企画部が

中心になって、その運用をより強化することにしたの

です」。“業界全体が商品データベースを使用するよう

になれば、業務の効率化はおのずと達成されるはず”

ということでの取り組みであった。

まずは社内（特に営業部門）での意識を高めようと、

営業マンに文書で呼びかけ、商品データベースのメリ

ットや目的について理解してもらうことから始めた。

そして、各営業マンが商談の際必要に応じて卸店担当

者に、商品データベース活用に関する説明も行った。

「それまでは、各人が自由に扱えるようにと、営業

マン全員に棚割用画像を渡していたのですが、それを

廃止して、卸店さんが必要とする画像はすべて商品デ

メーカーの視点

【ペット業界の商品データベース活用事例】

マスターフーズリミテッド

まずは中身の充実を！
ゆくゆくは業界の商品ガイドと
なり得るほどに

ペット業界での商品データベースの利用が活性化している。

その中でも早くから登録を開始したマスターフーズリミテッドでは、

活用推進のためにどんな工夫や努力をしてきたのか。

社内での取り組みの様子や登録後のメリット、今後の展開などについて伺った。

住所●〒2 1 1 - 0 0 6 3

神奈川県川崎市

中原区小杉町1 - 4 0 3

小杉タワープレイス3 F

電話●044-712-1122 

事業内容●・ペットフード類 ( "

ペディグリー" "カルカン" "シー

ザー" "シーバ" )・チョコレート

("M&M's" "スニッカーズ" )・食

品 ( "シーズオブチェンジ" )・

飲料等自社ブランドの製造、海

外調達、販売、マーケティング

活動

業界が
足並みを揃えることの意義

次は印刷用画像の登録へ
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は、小売店で必要とされる商品については印刷用画像

も登録する予定だという。

「現在、印刷用画像はポジフィルムを提供していま

すが、コストもそれなりにかかります。このコストの

低減と、お取引先での利便性や業務の効率化を考えて、

画像データをさらに増やしていくことにしました。当

面はポジフィルムと併用していきますが、徐々に画像

データに切り替えていくことになると思います」。

「商品データベースの活用を促進するためには、登

録メーカーの数が増えることが第一条件」という山口

みどりさん。「商品データベースは、より多くの商品

情報が集まってこそ価値が高まるもの。業界全体の効

率化ということを考えれば、まずは登録を徹底させる

べきではないでしょうか。そのためにも、プラネット

さんには、引き続きメーカー各社に登録の呼びかけを

行なっていただきたいと思います」。

ペット業界は商品の入れ替わりが非常に激しいのが

特徴である。ゆえに、「商品データベースに多くのメ

ーカーが登録して中身が充実すれば、メーカー側でも

商品ガイドとして活用することもできるのでは」と山

口さんは提案する。

「ペット業界のルールとして、新製品の登録は発売

日の2カ月前ということになっていますから、メーカ

ーとしてはこれをきちんと守ることが必要だと思いま

す。それが徹底すれば、卸店さんや小売店さんの棚割

作業も楽になるでしょうし、情報の流れが速くなった

ぶん、売り場づくりの時間が増えて、より効果的な売

り場提案ができるのではないでしょうか」。

ちなみに、同社が現在力を入れている商品は犬種別

のペットフード。小型犬ブームをふまえ、ミニチュ

ア・ダックスフンド用、シーズー用、チワワ用と栄養

配分や形状を変えた３種類を発売している。飼い主の

ペットに寄せる愛情が深まる中、今後はペットケア製

品もより多種多様化するであろう。そうなったとき、

商品データベースの価値は今以上に高まり、業務上、

重要なツールになると思われる。

活用促進のカギは、
登録メーカー数の増大

山口みどりさん

販売戦略企画部
スペースマネジメント・アナリスト
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個々の犬種の特徴を考えて開発された高機能総合栄養食『パーフェクトフィット』シリーズ



2 0 0 3年７月、ペット業界３団体

（全国ペットフード・用品卸商協会、

ペットフード工業会、日本ペット用

品工業会）の理事会にて、『商品ＤＢ

推進プロジェクト』を発足。以来、

業界全体でその推進に取り組んでい

る。

「そもそもこの話は、1 9 9 9年に始ま

ったものでした。商品情報は我々卸

にとって必要不可欠なもの。ところ

が、当時はそれらをまとめた業界の

データベースがなかったのです。こ

れでは業務の合理化はなかなか進ま

ないということで、全国ペットフー

ド・用品卸商協会情報インフラ部会

が中心になって、ペット業界の商品

データベース構築について検討を始

めたわけです」と商品データベース

活用の動機を話す曽我孝之社長。

そして翌年５月、ペット業界３団

体の中で、この取り組みが正式に決

定した。「数ある情報インフラ企業の

中からプラネットさんを選んだのは、

日用品・化粧品業界にて実績がおあ

りになったことと、中身が非常に優

れていたからです」。
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については、自社内でカバーしてい

ます」とペット商品部・森村英樹部

長。

同社では、かなり早くから棚割ソ

フトを導入し、これまでに蓄積した

独自の商品マスタには約2 0 , 0 0 0 S K Uの

登録がある。

「専属社員を一人置き、商品の撮影

やサイズの採寸、テキスト情報の作

成を独自に行い、２年がかりで商品

マスタを構築しました。こうした作

業を軽減するために、共同で使える

データベースがあったら、と常々思

っていたくらいです」（森村部長）。

「メーカーさんのサイズ表示は、現

物商品のサイズではなくパッケージ

サイズが主で、必ずしも棚割がその

まま組める状態ではないので、現物

商品をはかったりして。そんなこと

でなかなかサイズの統一ができなか

ったため、この業務をもっと効率的

に行なうために基となるデータベー

スがあればと思っていたわけです。

当時はメーカーさんからいただくも

のは、商品カタログなどの紙情報が

主流で、データ情報は少なかったで

すね」と初期の頃の作業を振り返る

阿久沢文男・取締役事業本部長。

現在は、商品情報の管理は商品部

が、プログラム開発やオンラインシ
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商品データベースは業界の財産
トップダウンで活用は急速に浸透

ペット業界の商品データベース活用事例

中屋商事株式会社

それから３年が経過したが、登録や

利用は思うように進まなかった。「こ

のままではせっかくの商品データベ

ースが朽ちてしまう」。危機感を持っ

た業界トップたちは、商品情報の一

元化の徹底をめざしプロジェクトを

発足。プロジェクト内に卸売業・メ

ーカーの実務担当者によるワーキン

ググループをつくり、何度も会議を

重ねながら、商品登録のガイドライ

ンを作成するなど、データベース構

築に向けての具体的な一歩を踏み出

した。以上がこれまでの大まかな経

緯である。

こうしたプロジェクトの働きかけ

により、商品データベースの活用は

一気に加速。登録状況は2003年６月

末のメーカー数6 1社・7 , 0 5 4 S K Uから、

7 1社・ 1 1 , 1 9 3 S K U（2 0 0 4年5月末現在）

へと、約１年で大幅に伸びた。

「おかげさまで、今では棚割用の画

像情報はほとんど商品データベース

からダウンロードできるようになり、

担当者の業務も軽減しました。ただ

し、未登録のメーカーさんや、登録

が間に合わないメーカーさんの商品

明治2 4年創業。畜産用配合飼料の取り扱いからペット事業に着手した
中屋商事(株)では、ＩＴを活用した高精度物流システムにより、
迅速かつ効率的な物流を実現している。
商流に、物流にと商品データベースをフル活用しているがゆえ、
課題や要望も多い。卸の立場から見た商品データベースについて、
さまざまな視点からお話を伺った。

活用は思うように進まず。
ならばとプロジェクトを発足

物流面でも活用する卸では、
外箱サイズは重要項目

住所（事業本部）●〒3 7 9 - 2 2 0 3

群馬県佐波郡赤堀町大字曲沢7 7 6 - 1

電話●0 2 7 0 - 6 3 - 1 3 5 1

事業内容●ペット関連商品

・園芸用品卸売り

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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最後にプラネットへの要望を、森

村部長に伺った。

「商品データベースの活用を推進す

るためには、まず、そのよさをP Rす

る必要があると思います。活用例な

ど具体的事例を紹介して、卸やメー

カーさんにアプローチするのもひと

つの方法ではないでしょうか。また、

市場ではプラネットさんに登録して

いないメーカーさんの商品が増えて

います。今後は、より多くのメーカ

ーさんに登録していただくこともお

願いしたいことです。また、ゆくゆ

くはバイヤーズネットを介して、小

売店さんともそれらの情報を共有で

きるようになるとありがたいですね」。

経営資源の要素は「人・金・モ

ノ・情報」。そのうち、情報で重要な

ことは、「経営や業務運用に必要な情

報を的確に把握し、それらを集め、

分析、蓄積できるシステムを構築す

る力」と「それを活用できる人づく

り」「システムを常にメンテナンス、

リニューアルできること」という曽

我社長は、「卸売業が成長するための

ベースとなる条件は、物流システム

とマーチャンダイジング機能、情報

システムの３つ」という。その中の

ひとつ、「情報システム」分野の１ツ

ールとして、商品データベースは位

置づけられる。

登録メーカーや登録の項目がさら

に増えれば、活用の頻度や用途も広

がるであろう。

ステムについては、情報システム部

門が担当しているが、「メーカーさん

に登録をお願いする以上、それを大

いに活用しなければ」という意識の

もと、商品データベースを棚割作業

のほか、併設の物流センター（ＮＡ

ＬＣ）の業務の中でも活用している。

「外箱サイズ、重量などの情報は、

物流面では非常に重要な項目となり

ます。特に外箱サイズは、卸には不

可欠な情報ですね。これさえわかれ

ば、正確な棚割ができるだけでなく、

折りコンやパレットの積みつけやト

ラック輸送も合理的になるからです。

これはセンターを抱えている小売店

さんでも同じだと思います。先ほど

出たサイズの登録および統一の問題、

画像の問題と含めて、今後の検討課

題となりそうですね」（阿久沢事業本

部長）。
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取締役事業本部長

阿久沢文男さん
ペット商品部部長

森村英樹さん
代表取締役社長

曽我孝之さん

情報の共有化をめざすために、
小売店への働きかけを

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

■作業効率を徹底追及したセンター内部。■ペット関連商品の拠点・広域物流センター（ＮＡＬＣ）
2 0 0 1年１月より稼動。延床面積2 , 3 0 0坪、ケースエリア・最大1 , 8 0 0パレット分、ピースエ
リア・流動1 4 2本、平棚2 8 5本、取扱商品数約1 0 , 0 0 0 S K U。ＩＴ活用による精度・品質管理、
計画的な人の配置などにより、高精度物流の確立と広範囲の物流対応をめざす。
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大日本除虫菊株式会社

●住所　〒550-0001 

大阪市西区土佐堀1-4-11

●TEL 06-6441-0451(代)

●http://www.kincho.co.jp/

夏の夜空を彩る大輪の花火を見ながら家族で夕涼み。

そこにそっと忍び寄る憎き蚊。ハエや蚊のシーズンを迎え、

家庭用殺虫剤や防虫剤・各種家庭用品でおなじみの大日本除虫菊(株)を訪問し、

蚊取り線香を中心にいろいろなお話を伺いました。

世界初、棒状の
蚊取り線香を開発。除虫菊から
始まったKINCHOの歴史

蚊が最も活動するのは夏の明け方や夕方の涼しいとき。だ

から寝る前につけた蚊取り線香が明け方まで効力を発揮する

ためには、7時間くらい燃焼しないといけないわけです。と

ころが棒状だと4 0分ほどしかもたない。それに細くて煙が

少ないため、同時に三本くらい必要になる。そこで、もっと

長時間使えるようにと発案されたのが渦巻状の蚊取り線香で

した。アイデアを出したのは英一郎夫人・ゆきさんで、明治

3 5年に「金鳥の渦巻」の名で発売されました。当時は手巻

き方式で、現在のような機械打ちの左巻きのダブルコイルに

なったのは、ずっと後のことですが、この時すでに現在の形

とほぼ同じものになっています。

そうですね、蚊取り線香は蚊遣り火や水田、仏壇線香を使

う仏教国という日本独自の風土、気候や文化が生み出した商

品といえるでしょう。ですから、蚊取り線香ができた当時は

弊社では全世界に輸出しており、昭和4 0年頃にはそれが8 0

カ国にまで及んでいました。ちなみに戦前の農作物輸出品で

最も多かったものは生糸、除虫菊はそれに次ぐ二位でした。

しかし、化学合成で殺虫成分ができるようになってからは輸

出もなくなりました。つまり、弊社は昔のほうが今よりグロ

ーバルな商売をしていたというわけですね(笑)。

御社は歴史ある企業と伺いましたが、
創業はいつですか？　
どんな目的で創業されたのでしょう？ なるほど。

蚊取り線香は除虫菊から
発したんですね。
それが渦巻状になった経緯は？

内助の功だったんですね。
当時としてみれば、さぞ画期的な
商品だったんでしょうね。

ミカン輸出と除虫菊、
その除虫菊と今のご商売はどのような関
係があるのでしょうか？

当時、海外では除虫菊を粉にして家畜のノミとり粉として

活用していたんですね。ところが当時の日本ではノミより蚊

に悩まされており、古来から虫よけのために、ヨモギなど草

の葉を燃やす「蚊遣り火」という習慣があったくらいです。こ

れにヒントを得た英一郎は、仏壇線香に除虫菊の粉を混ぜる

ことを思いつき、明治2 3年に世界初の棒状の蚊取り線香を

開発したのです。これが今の事業の始まりです。

弊社の創業者は上山（うえやま）英一郎です。和歌山のミカン

農家の七男坊でしたが、志が高く慶應義塾で英語を習得し、明

治1 8年にミカンの輸出を始めようと郷里の箕島に上山商店を

つくりました。それが弊社の始まりです。その頃、英一郎は恩

師・福沢諭吉を通じてアメリカの植物会社社長Ｈ．Ｅ．アモア氏

と出会い、珍しい植物種苗の交換を約束。みかんの苗と交換に除

虫菊の種子を譲り受け、

全国に種子を広げ栽培

を始めたのです。その

結果、国内では和歌山

と北海道、尾道、因島が

除虫菊の三大産地とな

りました。

意外にも可憐な除虫菊の花
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血を吸うのはメス。卵を発育させるために吸血するんです。

それで人や動物（温血動物）に近づくのです。温血動物は呼吸

しているので炭酸ガスが出ます。この炭酸ガスや体温、体表面

の湿気、汗などの体臭をセンサーでキャッチして近づいてくる

わけです。ですから、一般的に炭酸ガスをたくさん出す（新陳

代謝が高い）人の方が刺されやすいことになります。大人より

赤ちゃんが刺されやすいのは、そういう理由からです。

中央研究所　生物研究室室長

神崎 務さん
執行役員　中央研究所所長

中山幸治さん
マーケティング本部　宣伝部

安久多恵子さん
常務取締役　マーケティング本部長

上山久史さん

ええ、それも含め殺虫剤の効力試験などを実施して、弊社の

全商品の研究・開発を行なっています。殺虫剤に求められる要

素は、有効性、安全性、安定性（保存がきく）の3つ。これをふ

まえ、どの虫にどの種のピレスロイドがどれくらい必要である

かということを、幾多の実験の中から見つけていくわけです。

アトピー患者が多い現

在、問題になっている

のがヒョウヒダニ。こ

の駆除についても、さ

まざまな実験を積み重

ね、より有効な製剤の

開発を行っています。

除虫菊の花に含まれているピレトリンという成分に殺虫効

果があります。そのピレトリンと、ピレトリンに似た化合物

を化学的に合成したものの総称がピレスロイドで、蚊取り線

香の中にはこの成分が含まれています。それが蚊の体表から

体内に入り、神経を麻痺させて落下して死んでいくのです。

ただし、蚊にはよく効くピレスロイドも、人間やペットなど

温血動物に対しては安全性が高いのでご安心ください。

あのう、以前からの疑問なんですが、
なぜ蚊取り線香で蚊が死ぬのですか？

根気のいる仕事なんですね。
では、最後に蚊はなぜ人や動物の
血を吸うのかについて教えてください。

よ～くわかりました
中央研究所では、そのピレスロイドに
関する研究を行なっているのですか？

●商標について●

蚊用殺虫剤・タイプ別特長

線香型…拡散性が高く安定的な効果がある。開放的な純日本

家屋や屋外での夕涼み、草取り、屋外飼いの犬の蚊よけなど
用途は多い。７時間用のほか、3時間用、1 2時間用もある。

マット式…低温でも有効なピレスロイドをマットに含浸。そ
れを電熱ヒーターで温めて使用。一枚で1 2時間有効。

液体式…3 5日用、6 0日用など長期間使用できる。熱を加え

て使用するため、蚊取りマットとほぼ同じ成分。
ファン式…熱を加えず、遠心力とファンによる風力により有

効成分を空中に拡散させる。常温でも揮散するピレスロイド
を使用。2ウェイ電源方式（電池と1 0 0 V電源）を採用。

水性エアゾール式…従来の油性を改良。火気に対する安全性
が高く、環境にもやさしいＫＩＮＣＨＯ独自の商品。

鶏マークは、中国の「史記」の一節、「鶏口と為るも牛後と為

る無かれ」に由来。「大きな組織の中で尻尾として生きるより
も、小さくてもいいから頭（カシラ）になりたい」との創業

者の思いを込めたもの。商標登録は明治4 3年。以後、いく
つかのデザイン変更を経て現在に至る。ちなみに、「金鳥」

とした理由は、金は一番を、鳥は鶏を表すのではないかと推
測されている。「キンチョール」は金鳥にオイルを加えた造語。

地道な研究が
明日のヒット商品へとつながる

マークの変遷

（左）=水性エアゾー
ル式の“水性キンチ
ョール”

（右）=ファン式の
“カトリス”
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経理、総務、人事、秘書、財務、庶務、課金システム管理・・・わかり易

く言えば会社の中の何でも屋で、会社が日々円滑に活動していけるようバッ

クアップしております。

具体的には来客されたお客様へのお茶出し、社長秘書業務、請求書発送作業、

給与計算、決算書類作成、株主総会運営などです。最近ではジャスダック市

場上場に伴い、I R窓口も担当することになり、社外の方と接する機会も多く

なり、現在５人の全員精鋭!? なメンバーで一部署以上をこなしております。

営業部課長

前　岩夫

5月から営業部に仲間入

りさせていただいた前で

す。

「亀の甲より年の功」で、

皆様へのサービス向上に

努めたいと思っている、

初めての単身赴任と格闘

中の、ちょっとシニアな

NEW FACEです。

宜しくお願いします。

営業部

小中健太郎

4月より営業部で勤務し

ております。三田駅から

会社まで、ＮＨＫスペイ

ン語講座を聴きながらの

徒歩通勤にも慣れてきま

した。素材メーカーから

の転身ですが、一日も早

く皆様のお役に立てるよ

う、精一杯職務に取り組

む所存です。

お見知り置きの程、どう

ぞ宜しくお願い致しま

す。

営業部

今井正宏

4月より営業部に配属に

なり、日々、皆さまには

お世話になって、もっか

色々と勉強中です。

また、スポーツが好きで、

休日は、やんちゃな息子

とスイミング通いです。

仕事、スポーツをも通じ

て、皆さんと一緒に汗流

して頑張っていきたいと

思います。

こんな私ですが宜しくお

願い申し上げます。

企画開発部

河合英明

こ れ ま で プ ロ グ ラ マ 、

S Eをメインの業務とし

て勤務してきました。

流通業界は自身にとって

初めてでわからないこと

もたくさんありますが、

その分やりがいを感じて

おります。

宜しくお願い致します。

E D Iシステム管理部

大槻洋平

5月からE D Iシステム管

理部に配属になりました

大槻です。

まだまだわからないこと

も多いですが、早く仕事

を理解し、よいシステム

を提供できるように頑張

っていきますのでよろし

くお願い致します。

プ ラ ネ ッ ト 部 署 紹 介
第一弾

管理部

何をしている部署なの？

段取り。某社のカンバン方式ではありませんが、効率良く仕事す

るためには不可欠！と部長の染谷が、毎日クチに出しております。

貴社への前月分請求予定金額を、毎月　弊社第一営業日よりご確

認いただける「請求予定照会サービス」を、無料で行っております。

Ｅ－Ｍａｉｌ：k a n r i @ p l a n e t - v a n . c o . j p

部の座右の銘

ご連絡

お問い合わせ

池田真由美　副部長／牛島 操　角田賢紀　岩崎めぐみ　
部長／染谷実　　

業務中は真剣そのもの？

● N E W  F A C E ●
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受信した発注データを、A d o b e

社のAcrobat Reader（無料ソ

フト）を使用して、PDF形式で閲覧・印刷することができる機能です。

この機能を使用することで、受信した発注データを伝票イメージにきれいに形成し

て、パソコンの画面で閲覧することが可能です。また、印刷機能を使用すると伝票

イメージをそのまま紙に印刷することも可能です。さらに、伝票イメージをそのま

まＰＤＦ形式のデータでパソコンに保存することもできますので、伝票を紙でファ

イリングする手間を省くことも可能です。

受信した発注データを、C S V形式に変換してダウンロードすることができ

る機能です。

この機能を使用することで、受信した発注データを自社システムへ連動し

たり、表計算ソフトに取り込んで社内で二次活用することが可能です。

また、ダウンロードを支援する機能として、ダウンロード項目の並べ替え・

追加・削除などお客様のご要望に合わせた形でC S Vデータを取得すること

が可能です。

リリースは今年の8月を予定しております。今後の「 W e b受発注サービス」

にご期待ください。（お問い合わせは営業部 eigyo@planet-van.co.jpまで）

卸店から送信された発注データを、メーカーがＷｅｂで受信することができるサー

ビスです。パソコンとインターネットに接続できる環境さえあれば、卸店と簡単に

EDI接続することが可能になります。

「Web受発注サービス／
Web受注機能」について
61号にてご紹介しました「Web受発注サービス／Web受注機能」
について、今回は主な機能を2つご紹介させていただきます。

1 Web受注機能
とは

2 Web受注機能の
主な機能

CSVダウンロード機能

PDF出力機能

C S Vダウンロード画面（拡大）



昨年3月、2 0 0 0年3月に取得した

I S O 9 0 0 1を2 0 0 0年度版に更新。

I S O 2 0 0 0年度版は、よりマーケット

に近づいた商品開発をするための

仕組みです。ジェックスはお客様

にご満足いただくため、より価値

のある商品と品質を提供するべく、

社員一同日々努力しております。

私の座右の銘、「責任ではなく、

責任感を持った仕事を…」。

誰が言った言葉かは忘れまし

たが、責任は与えられるもので、

責任感は持つもの。与えられた

責任にも責任感を持って仕事を

しているか？　とても考えさせ

られる言葉です。
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4月1 0日から夫婦で石垣島へ行って来まし

た。北海道はまだ気温1 0度を越えた程度でも

石垣島ではいきなり2 7度、真夏でした。

デイゴの花、ハイビスカス、ブーゲンビリ

ヤなどが花盛り、島バナナ、パッションフル

ーツ、グァバも美味しく、民宿の陽気な「お

ばあ」の歌や踊り。まるで夢のような3泊4日

でした。

オススメですよ
石垣は！！

株式会社あらた
システム本部　東日本システム
センターマネージャー

清水目　一典さん

去年の夏、うちの（小さな）庭の垣根の

サザンカにも流行の波はやって来ました。

異常気象で大量発生したチャドクガです。

（夫が）こまめに駆除を行い、流行もすたれ

た秋の終わりに草むしりを行ったのですが、

チャドクガは卵にも毒針毛がついているそ

うで、しばらく激しいかゆみを伴う湿疹に

悩まされました。今年ももうすぐ夏がやっ

て来ますが、発生量はいかに（駆除の精度

に期待）！

「製配販マスタ同期化プロジェクト」では、

役不足ながら、事務局として実験に参加い

たしました。実験には、業界、業種の壁を

越えて、多忙なメンバーが多くの時間を割

き、試行錯誤しながらグローバルに基づい

た標準化に取り組みました。

プロジェクトは解散いたしましたが、標

準化への取り組みはG C I研究会に引き継がれ

ました。

今後、さらに多くの企業さまにご参加い

ただき、この実験で得た成果やノウハウを

活かし、流通業の全体最適が実現すること

を期待します。

卸店

パソコンでレポートや表の字が

綺麗に書けるようになりました。

でも、それは、ほんの入り口です。

企業における情報リテラシの向上

には、その環境作りが重要です。

時代に合わせて、新しいシステム

を取り入れて行く事になります。

ビジネスは、日々是変化ですね。

我が家では、よく「たこ焼き」

をします。ところが最近その「蛸」

が値上がりをしています。多くは

モロッコ産なのですが日本向けの

乱獲によって、急激に数が減って

捕ることが制限されたそうです。

庶民の味も幻の高級食品になって

しまうかもしれません。

株式会社藤栄
ソリューションサポート　

〒152-0032
東京都目黒区平町1－2－2

TEL 03-3723-6521

たこ焼き 情報リテラシ

梅田孝夫さん

メーカー

ジェックス株式会社
営業企画部

情報システム課チーフ
〒578-0903
大阪府東大阪市

今米1－14－15
TEL 0729-66-0053

I S O 9 0 0 1を更新

古本雄太さん

プラネットOB

商品マスタや、得意先マスタ、

P O Sデ－タなどを使っての仕事で、

やっぱり" A c c e s s "って便利だなと実

感しています。社内でもA c c e s sを

布教していこうと思っています。

＜追伸＞　P L A N E Tユ－ザ－の皆

様、是非G C I研究会へ御入会くだ

さい！！

先日、あるイベントの抽選で我

が家にS O N YのP S Xが当たりまし

た。T VのD V D録画やゲ－ム・音

楽などが楽しめます。

しかし色々と接続機器（ブ－ス

タ－など）の購入は、1万円以上

でした。（結構なお値段！）業界

部員の方、お楽しみに！

ユニ・チャーム株式会社
企画本部情報システム部

〒108-0074
東京都港区高輪3-25-23

京急第2ビル
TEL  03-3449-5181

当たりました！ オススメです！

神保聖治さん

肝に銘じて

バイヤーズネット説明会への
ご参加

ありがとうございました

6月1 8日に“バイヤーズネット説

明会”を大阪（グランキューブ大阪）

で開催いたしました。

お忙しい中、9 9社3 2 7名の方に

ご参加いただきありがとうございま

した。

拓殖大学商学部　根本教授による

講演「グローバル・リテイラー参入

後の市場、流通の状況と取引、流通

ビジネスモデルの革新」の後、バイ

ヤーズネットサービス内容と活用事

例紹介および、メーカービジネスサ

イトのビデオ上映を行いました。

なお、講演の内容は6 4号の誌面で

ご紹介いたします。

企画開発部　

新関　幸（にいぜき　ゆき）


